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部材データ作成による正確性・視認性の向上

CADソフトの中にデータがない製品は、図面上で不完全な状態で表示されること
が多く、情報なども正確ではありません。
そこで当社では、3次元CADを活用し、図面上でも使用できる部材データの作成・
登録に取り組んでおります。寸法や接続部の情報なども正確に作図をし、登録を
行うことで、アラーム周り等の、寸法がシビアな配管を施工する際においても、
データ上の寸法と実際の配管寸法が違うなどのミスを未然に防ぐことが可能です。

通常のデータでは、機器類
などの部材はBOXで表示さ
れる為、寸法や接続部の情報
が正確ではない場合がありま
す。

作成した部材データを用い、
表示することで、接続部の情
報（継手・接続点など）を正確
に表示することが可能になり
ます。

CGモードを使用することで、
視認性がさらに向上し、納ま
りの確認や、干渉チェックも
容易に行うことが可能です。
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2Ｄデータ(平面・立面図な
ど)をメーカー様より頂戴し、
正確な寸法で3Dデータ化
しております。

【製作事例】

東洋バルヴ(株)様 10FAMF


